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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月4日(2008.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて最先信号到着を推定するためのシステムであって、
　複数のパイロット信号を送信する基地局と、
　前記パイロット信号のうちの１つに対応する複数の信号を受信するように構成された移
動局であって、サーチャ相関メカニズムと少なくとも１つのフィンガ相関メカニズムとを
含む受信機を含んでいる移動局と、を備えており、
　前記移動局の受信機は、前記受信信号の到着時間とエネルギーレベルを検出する検出部
と、所定のエネルギー閾値レベルを満たす前記受信信号に対応するサンプルの到着時間分
布を表すサーチャヒストグラムとフィンガヒストグラムとを構築するヒストグラム構築部
と、前記サーチャヒストグラムと前記フィンガヒストグラムの各々内に含まれる前記サン
プルを処理して、複数の推定初期信号到着を生成するサンプル処理部と、を具備し、
　最先信号到着は、前記推定初期信号到着の最先のものに基づいて決定されるシステム。
【請求項２】
　前記移動局の受信機は、所定の閾値より大きい多数のサンプルを含む前記サーチャヒス
トグラムの各々における第１のビンを識別する識別部をさらに具備する請求項１に記載の
システム。
【請求項３】
　前記移動局の受信機は、前記サーチャヒストグラムの第１のビンの各々内の前記サンプ
ル周辺にサーチャウィンドウを構築するサーチャウィンドウ構築部と、前記サーチャヒス
トグラムの第１のビン内に含まれる前記サンプルに対応する前記フィンガヒストグラムの
各々のサンプル周辺にフィンガウィンドウを構築するフィンガウィンドウ構築部とを具備
する、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記サーチャウィンドウと前記フィンガヒストグラムウィンドウは、ＰＮチップの±端
数のオフセットを有するビンに集中する、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記移動局の受信機は、前記サーチャウィンドウと前記フィンガウィンドウの各々内に
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含まれる前記サンプルを結合することによって、前記サンプルを処理するサンプル処理部
を具備する、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記基地局の受信機は、前記結合サンプルを平均化することによって前記サンプルをさ
らに処理して、前記パイロット信号のうちの１つに対応する推定初期信号到着を生成する
サンプル処理部を具備する、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記移動局の受信機は、前記推定初期信号到着の各々に対して遅延インデックスを生成
する遅延インデックス生成部を具備する、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記遅延インデックスの各々は、対応する比例標準偏差量を前記推定初期信号到着の各
々から減算することによって生成される、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記最先信号到着を決定することは、最先信号到着に対応する前記遅延インデックスの
最小値を決定することを含んでいる、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記移動局は前記遅延インデックスを、前記基地局のうちの少なくとも１つと位置決定
エンティティとに転送して、最先信号到着に対応する前記最小遅延インデックスを選択す
る、請求項９に記載のシステム。
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